
享保期朝鮮薬材調査における「楸」の基原  
 
（帝京大・薬）○木下武司  

 
【 目 的 】 演 者 は 生 薬 ア カ メ ガ シ ワ の 薬 史 学 的 起 源 を 解 明 す る 過 程 で 、 梓 ・ 楸 の

基 原 が 日 本 と 中 国 で 大 き く 異 な り 、 そ の 誤 用 と し て ア カ メ ガ シ ワ 樹 皮 の 薬 用 が

発 生 し た と 推 定 し た １ ）。 梓 ・ 楸 の い ず れ も 中 国 原 産 の ノ ウ ゼ ン カ ズ ラ 科 キ サ サ

ゲ 属 種 で あ っ て 、 日 本 に 野 生 が な い た め 誤 用 が 起 き た の で あ る が 、 同 じ く 梓 ・

楸 が 野 生 せ ず 、 古 く か ら 日 本 以 上 に 忠 実 に 中 国 医 学 を 受 容 し た 朝 鮮 で は ど う 処

理 さ れ て き た の だ ろ う か 。 中 国 ・ 日 本 と 比 べ て 朝 鮮 は 本 草 学 ・ 医 学 分 野 の 古 典

資 料 が 格 段 に 少 な く 、 文 献 学 的 に 検 討 す る 余 地 は 限 ら れ て い る の で あ る が 、 江

戸 中 期 の 享 保 期 に 八 代 将 軍 徳 川 吉 宗 の 意 を 受 け て 、 対 馬 藩 が 中 心 と な っ て 朝 鮮

薬 材 調 査 が 挙 行 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 オ タ ネ ニ ン ジ ン が 導 入 さ れ 、 日 本 で 大

規 模 な 商 業 生 産 に 至 っ た こ と は 遍 く 知 ら れ て い る ２ ）が 、約 18 0 種 の 薬 材 調 査 項

目 の 中 に 楸 が 含 ま れ て お り 、 同 行 絵 師 に よ る 写 生 図 と 江 戸 中 期 を 代 表 す る 本 草

家 丹 羽 正 伯 に よ る 鑑 定 報 告 書 （ 東 医 宝 鑑 湯 液 篇 和 名 ） や 調 査 の 内 容 を 記 述 し た

文 書 （ 宗 家 文 書 「 薬 材 質 正 紀 事 」 な ど ） が 残 さ れ て い る 。 こ れ に つ い て は 慶 應

大 学 文 学 部 田 代 和 生 博 士 に よ る 詳 細 な 研 究 ３ ）が あ る が 、各 品 目 に つ い て 生 薬 学

お よ び 本 草 学 的 観 点 か ら の 検 討 は ほ と ん ど な さ れ て い な い 。 本 研 究 で は こ れ ら

の 資 料 の 解 析 か ら 朝 鮮 で 認 識 さ れ て い る 楸 の 基 原 を 明 ら か に す る 。  

【 結 果 ･考 察 】朝 鮮 に お け る 楸 の 基 原 に 関 し て も っ と も 有 益 な 情 報 源 と な っ た の

は 、 最 前 線 で 朝 鮮 薬 材 調 査 を 行 っ た 対 馬 藩 士 越 常 右 衛 門 の 報 告 で あ り 、 そ れ に

よ る と 楸 の 現 地 名（ 郷 名 ）は「 カ ラ イ ナ モ 」、漢 名 の 別 名 が 山 核 桃 で あ る と 報 告

し て い る 。 東 医 宝 鑑 湯 液 篇 「 楸 木 皮 」 に 諺 文 で 同 じ 郷 名 が 記 さ れ て お り 、 こ の

名 は 現 在 で も 通 用 し 、 ク ル ミ 科 マ ン シ ュ ウ グ ル ミ を 指 す 。 山 核 桃 は 中 国 で マ ン

シ ュ ウ グ ル ミ の こ と で あ る か ら 、 朝 鮮 で は マ ン シ ュ ウ グ ル ミ を 楸 と し て い た こ

と が わ か る 。 郷 薬 集 成 方 本 草 之 部 に 「 胡 桃 郷 名 唐 楸 子 」 と あ り ４ ）、 外 来 産 の ク

ル ミ を 唐 楸 と 呼 ん で い た こ と か ら 、 朝 鮮 産 の 近 縁 種 マ ン シ ュ ウ グ ル ミ を 単 に 楸

と 称 し て い た こ と を 示 唆 し 、 朝 鮮 で は 郷 薬 集 成 方 の 成 立 し た 十 五 世 紀 初 め こ ろ

か ら こ の 名 が あ っ た こ と に な る 。 一 方 、 楸 の 絵 図 に つ い て は 、 鋸 歯 は な い も の

の 葉 は 奇 数 羽 状 複 葉 の 形 を 為 し ク ル ミ 科 と い っ て よ い が 、 毬 形 の 果 序 ら し き も

の か ら 、 マ ン シ ュ ウ グ ル ミ で は な く ノ グ ル ミ と 推 定 し た 。 マ ン シ ュ ウ グ ル ミ は

朝 鮮 半 島 南 部 に は な い か ら 、 ノ グ ル ミ を 誤 認 あ る い は 代 用 と し て い た と 思 わ れ

る 。丹 羽 正 伯 は こ れ を 葉・樹 皮 の 状 態 が 似 る モ ク セ イ 科 シ オ ジ と 鑑 定 し て い る 。  
【 文 献 】 1 )  日 本 生 薬 学 会 第 5 4 回 年 会（ 名 古 屋 、 2 0 0 7 年 ）要 旨 集 。  2 )日 本 薬 学 会 第 1 2 9

回 年 会 （ 京 都 、 2 0 0 9 年 ） 要 旨 集 。  3 )  田 代 和 生 、「 江 戸 時 代 朝 鮮 薬 材 調 査 の 研 究 」（ 慶 應

義 塾 大 学 出 版 会 、 1 9 9 9 年 ）。 4 )  小 倉 進 平 、 青 丘 学 叢 第 十 四 号 、 一 九 三 七 年 。  


